
（１）目的 

  

 

 

 

 

 

（２）整備箇所 
下記の①又は②に該当する緊急度の高い区間から、早期整備の可能な区間を選定 

 

 

 

 

 

 

（３）整備形態 
 

 

 

 

 

     【参考１】車道内での自転車通行空間整備による効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（４）今後の１０か年整備計画策定に向けた取組み 
 

○自転車の利用経路や利用範囲など、地域毎の自転車利用状況に応じた自転車 

通行空間の整備を進めるためには、市町村による自転車ネットワーク計画が 

必要。 

 

 ○車道幅員が狭いなど、早期の自転車通行空間の確保が難しい道路が存在。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路面表示等による誘導 自転車専用通行帯 

○車道左側部の車線内に矢羽根型の路面表示及びピクトグ

ラム等を設置して車道に誘導 

○車道の左側に普通自転車専用通行帯の交通規制を実

施し、道路標識等により自転車通行空間を明確化 

  

※道路構造令第２条第４号及び道路交通法第２条第１項第３号に規

定する車道をいう 
※道路交通法第２０条第２項の規定により自転車の通行区分

が道路標識等で指定された専用通行帯（道路標識等で「道路交

通法第６３条の４第２項の普通自転車通行指定部分」に指定さ

れたものは除く）をいう 

先行的に整備した路線での検証の結果、 

車道内の路面表示等による誘導で、安全性が向上 

① 自転車関連事故や自転車交通量が多い区間※１ 

② 警察が選定した自転車指導啓発重点地区及び路線 

自転車利用者に対する交通指導、取締りを実施する箇所 

※１ 事故、交通量の多寡に関する考え方 

・過去１０年間の自転車関連事故数の距離当り件数４件／km以上 

  ・自転車交通量７００台／日以上 

■事業中路線の整備形態については、整備状況や周辺状況を踏まえ、計画幅員内で道路空間を再配分し、車道内に自転車通行空間を確保 

■新規着手路線については、今後の道路構造令の見直し状況も注視しながら、自転車通行空間を確保 

３か年（平成２８～３０年度）で、府管理道路約６０kmの自転車通行空間を整備 

■府内における自転車と歩行者の事故は増加傾向である中、自転車関連事故の死者数は全国最多となっており、府としても平成２８年４月に「大阪府自転車の安全で適正な利用の促進に
関する条例」を制定し、自転車に係る道路交通環境の整備に努めることとした。 

■自転車、歩行者の安全確保のための、スピード感のある自転車通行空間の整備を目的として、自転車レーン整備の基本的な考え方を整理し、当面３か年の整備箇所を定めた大阪府自転
車通行空間整備緊急３か年計画（案）を策定した。 

幅 1.5m 以上 

※３ 大阪市自転車通行環境整備計画（平成２８年５月：大阪市）より出典 

早期整備の観点から、現状の車道内で路面表示等による誘導を行う。 

車道幅員に余裕のあるなどの区間では「自転車専用通行帯」※２として整備を検討。 

平成 28年 10月策定 

◆自転車関連事故の多い市町村を中心に、必要な助言等を行い、市町村による自転車ネットワーク計画

の策定を促進 

◆早期の自転車通行空間の確保が難しい道路に対する対応策を検討し、整備方針を取りまとめる 

 

市町村道等を含めた自転車ネットワーク形成に向け、 

府管理道路における整備方針と、当面１０か年の整備路線等を定めた整備計画を策定 

【参考２】車道内での自転車通行空間の形態 

※２ 交通規制であるので、公安委員会による指定が必要 

大阪府自転車通行空間整備緊急３か年計画（案） 

新設・拡幅事業での対応 

■計画策定済みの自治体は箕面市、高槻市、茨木市、泉大津市の４市のみ（政令市除く：平成２８年６月時点） 

幅 1.0m 以上 

が望ましい 

路面表示等を設置 

 ○府管理道路４路線、大阪市管理道路１路線における、整備前後の調査結果 
◆自転車の車道通行割合が増加 ⇒ 歩道を走る自転車が減少し、歩行者の安全性が向上 

路線名 整備前 整備後 効果 

（主）豊中亀岡線 ４１．０％ ４９．５％ ８．５ポイント Up 

（主）大阪高槻京都線 ５．９％ １０．７％ ４．８ポイント Up 

（一）杉田口禁野線 １２．３％ ３１．０％ １８．７ポイント Up 

（主）八尾茨木線 ３５．１％ ５６．３％ ２１．２ポイント Up 

 
◆自転車の車道逆走割合が減少 ⇒ 交通ルールの遵守に寄与 

路線名 整備前 整備後 効果 

（主）豊中亀岡線 ２９．４％ ４．７％ ２４．７ポイント Down 

（主）八尾茨木線 １７．０％ ７．２％ ９．８ポイント Down 

 
◆５分超え駐停車割合が減少  ⇒ 車道の安全性が向上 

路線名 整備前 整備後 効果 

本町通り※３ ３４．５％ ２１．５％ １３．０ポイント Down 

 


